
令和５年度　学校評価表
学校関係者評価 改善計画

教

職

員

生

徒

保

護

者

評

価

1
授業の質の充

実

授業公開、研究

協議の実施

授業公開、研

究協議がで

き、授業改善

につながった

と考える教員

の割合

80 100 A

校内では少なかった

が、市内の学校での授

業、県教研の授業に参

加し授業改善に繋げる

ことができた。

2
家庭学習の充

実

家勉・英語家勉

ノートの実施

家庭学習時間の

確保

家庭学習が1

時間以上でき

ている生徒の

割合

70 22 87 55 C

家勉・英語家勉に取り

組んでいる。生徒は1時

間以上していると答え

ているが、教員と保護

者は低い。

自学でなく各教科の

宿題を増やす。家庭

学習には家庭での保

護者の協力が欠かせ

ない。習慣化が大切

である。

学力調査結果から30

分から1時間の学習時

間の生徒が多い。目

標時間1時間以上を決

めて生徒に伝える。

3
ICTを活用し

た取組の推進

タブレットドリ

ルの活用

各教科等での活

用

ICTを活用し

た授業を受け

ている生徒の

割合。

70 80 37 57 C

活用は増えてきてはい

るが、毎日家庭に持ち

帰ることも検討が必要

である。

現1年生が週1回程度

の活用の割合が多

い。週3回以上から毎

日の活用ができるよ

うな方法を考えた

い。

4
計画的な進路

指導の実践

学級活動での進

路学習、進路面

談、進路希望調

査の計画的な実

施

年間指導計画

に従って、進

路指導ができ

たと考える割

合

80 100 74 86 A

計画に従って進路指導

ができている。家庭で

も親子で話をしてい

る。入試制度が変わる

こともあり、1年生の時

から、高校についての

情報を知っていく必要

がある

将来、組織の中で働

いていくには、コ

ミュニケーション力

が必要である。家庭

では会話が減ってお

り、学校でコミュニ

ケーション能力の育

成が必要である。

島根県の入試制度が

大きく変わってくる

ので、進路指導の年

間の記録を取りなが

ら、年間指導計画の

確認を行い、見直し

をする。

5
体験的な学習

の充実

地域に関わる学

習の実施

ふるさと教育の

実施

探究の過程を意

識した指導

探究の過程を

取り込んだ学

習のできた割

合

80 80 79 A

県学力調査の結果か

ら、各学年探求的学習

に取り組んでいる肯定

的回答は、約８０％で

ある。

ふるさと教育や体験

活動は続けてほし

い。学習面につなが

るとよい。若者が金

城に帰ってくること

を望む。

県教委からふるさと

教育の時間の減が示

されたが、必要な活

動は行っていきた

い。

6

学級活動・生

徒会活動の活

性化

常時活動や清掃

活動の充実

常時活動や清

掃がきちんと

できている割

合

80 100 95 A

それぞれが責任をもっ

て学校や学級の自分の

役割を果たしている。

7
基本的生活習

慣の確立

あいさつ、返

事、くつそろえ

の呼びかけ

あいさつ、返

事、くつそろ

えができてい

ると考える割

合

80 77 97 81 B

生徒会選挙の立会演説

会で挨拶の大切さが訴

えられていた。挨拶が

しっかりでき、明るく

気持ちの良い学校にな

るとよい。

中学生が地域でいき

いきと明るい挨拶を

してくれるいい場面

がある。昔に比べる

と中学生が自分の考

えが話せる。

生徒会活動で挨拶運

動をしているが、短

いサイクルで振り返

りを行わせ、新しい

取組を考えて取り組

んでいく。

8

主体性を育て

る常態的・先

行的生徒指導

の推進

生徒指導の実践

上の４視点（①

自己存在感の感

受、②共感的な

人間関係の育

成、③自己決定

の場の提供、④

安心・安全な風

土の醸成）での

全教育活動での

取組

左の4視点を

取りこんだ授

業、行事、学

級経営、部活

に取り組んだ

と考える割合

80 100 91 A

全職員で生徒の自己有

用感の醸成に取り組ん

できた。家庭にもＰＴ

Ａ総会でお願いをし

た。２月に返ってくる

県学力調査で結果を確

認したい。

学力調査結果から自

己有用感に関する質

問の肯定的回答が１

０～２０％上昇し、

取り組みの成果がう

かがえた。今後、地

域が関わる活動や部

活動でもしっかりほ

めて認めてやるとよ

いと思う。

9

多様な学びの

場における教

育環境の充実

特別な支援の必

要な生徒、不登

校・不登校傾向

の生徒、1人1人

の生徒に応じた

対応

1人1人の生徒

への対応がで

きていると考

える割合

80 100 89 52 A

担任一人では対応がな

かなか難しい。組織で

の対応が必要である。

関係機関も交えたケー

ス会議も必要である。

不登校や不登校傾向

の生徒については、

原因に対する対応が

必要である。

支援の必要な生徒に

は、担任から家庭訪

問や電話でこまめに

情報提供を行い、保

護者と共通の認識で

取り組みを行う。
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結果と課題の説明 コメント 改善策

生徒一人

ひとりの

学力の向

上

自己実現

を図る

キャリア

教育の推

進

生徒一人

一人を大

切にする

生徒指

導・特別

支援教育

の推進

評価計画 自己評価

中期経営

目標
短期経営目標

達成のための

方策
評価指標

目

標

値

％

アンケート



10

地域の教育資

源を活用した

ふるさと教育

の推進

まちづくりセン

ターと連携した

体験活動の実施

体験を通して

金城町が好き

になり、金城

町の良さや課

題が分かった

生徒の割合

80 100 90 67 A

計画通りにふるさと教

育を実施し、成果を上

げることができた。来

年度も継続していきた

い。

まちづくりセンター

の活動では、生徒は

一生懸命に取り組ん

だ。生徒が学んだこ

とから各地域への提

案があると良い。

まち探検では、各地

区について学んだあ

と、課題について対

応策を考えさせる。

学習発表会でまとめ

て展示させる。

11

地域行事・地

域ボランティ

アへの参加

地域行事・地域

ボランティアへ

の参加

金城町のため

に何か貢献し

てみたいと考

える生徒の割

合

80 100 74 48 B

１年生全員が甚左衛門

W,３年生１３名がさざ

んか祭りのボランティ

アとして参加してくれ

た。各まちづくりセン

ターの行事等にも多く

参加してくれると良

い。

子どもが小さいとき

には親子活動がある

が、中学生になると

親が関わっていな

い。親を巻き込んだ

活動や親への周知が

必要である。

中学校の活動だけで

なく、地域の活動に

ついてもすぐーるを

活用して保護者に知

らせていく。

12

学校評議員

会、民生委員

連絡会等地域

との連携

学校評議員会、

民生委員連絡会

の実施

学校、それぞ

れの機関が連

携できている

考える割合

80 100 A

地域の方にお世話にな

り連携して多くの成果

を上げることができ

た。

13

各種たより、

ＨＰによる情

報発信

学校・学年便り

等の定期的な発

行

学校ＨＰの定期

的な更新

メール配信によ

る情報提供

学校の活動の

内容や様子が

わかったり、

適切な時期に

情報が得られ

たと考える割

合

80 100 90 87 A

保護者の皆さんから、

アンケートの記述欄で

意見をいただいたもの

には、校内で検討して

改善していきたい。

学校だよりはカラー

版を送付してもら

い、学校の様子がよ

く分かった。すぐー

るは便利で効果的に

活用してほしい。

11ポイント以上マイナス

ふるさと

に誇りを

持ち、大

切にする

生徒の育

成

家庭・

地域と

の連携

0～10ポイントマイナス


